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経営理念

01 経営理念とＭＶＶ方針

理 念

Mission
使命と責任

Vision
未来目標

Value
存在価値

・人間尊重と遵法精神

・品質至上と技術革新

・永続発展と社会信頼

人間性 人間尊重の良好な対人関係に配慮し、公正で真摯な活動を基本とする

科学性 存在価値を高め続ける科学技術の革新に挑戦して市場ニーズに応える

社会性 利益の最大化に努め、社員・家族・顧客・社会へ責務として還元する

ＭＶＶ方針

Mission

売上高10億円の壁をブレークスルーする

Vision

Value

存在価値条件は時間当り生産性7,500円達成

財務 売上高10億円、営業利益率10%、自己資本比率50%

顧客 新規顧客獲得率10%による受注実績顧客総数500社

業務 カイゼン活動による生産性向上で労働時間10%短縮

人材 従業員総数50名、平均年俸500万円、有給休暇20日

人間性
倫理観

科学性
価値観

社会性
使命感

経営理念の哲学的理解による理念活動が存続への明るい未来を開く
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理念ベクトル行動指針

02 理念ベクトル行動指針

1.５Ｓ活動の徹底と風土化

2.整理整頓で職場活性化

3.出退勤時の美化清掃

4.清潔な身なりと態度

5.笑顔の挨拶とありがとう

５Ｓ基本行動 コミュニケーション行動 働き方改革行動 目標管理行動

整理・整頓・清掃・清潔・しつけ

1.正確・迅速・的確な報連相

2.約束５分前臨席の時間厳守

3.会議は集中４０分max.

4.議事録無し継続審議会議排除

5.落ちのない５Ｗ２Ｈ打ち合せ

報連相：報告・連絡・相談

1.専門技術を磨き生産性貢献

2.定型職務は自動化時間縮減

3.集合知で未来変革へ挑戦

ＤＸデジタル化で生産性向上

日報見える化でテレワーク

1.主要課業 2.従属課業 3.挑戦課業

1.アクションプランの作成

2.毎日の日報記録と進捗管理

3.週末チーム会議で検証審議

4.月締め集計で面談成果確認

5.利他集合知で未達問題解決

チーム・個人の自律目標分析管理

職務三課業 職務内容

1.主要課業
職種別専門技能を活かす生
産性に貢献する責任職務

2.従属課業
主要課業の遂行に必要な準
備、片付、事務、会議など

3.挑戦課業
カイゼン活動、未来変革課
題解決への協調活動

能力の三要素 技能の三要素

1.Knowledge 知識・情報

2.Skill 技術・技能
1.専門技能力
2.対人関係力
3.問題解決力

3.Attitude 態度・行動

ジョブ型人事制度の職務分類業務活動に必要な能力企業は人なり、利他の人育て
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現状分析と経営課題

03 現状分析と経営課題

コロナ禍のモチベーション高揚戦略方針の確定

売上不振脱却、健全黒字化中期経営計画の策定

不採算整理、部門採算少数精鋭チーム体制構築

１％を削る外注仕入交渉力と滞留在庫の最適化

ダブル検品、納期厳守、返品トラブルゼロ活動

マーケティング・プロモーション能力強化展開

次世代花形新製品＆新機能品開発で売上源創出

カイゼン活動による更なる時間当り生産性向上

リモートプレゼン能力強化で顧客開拓10%UP

サブスク新サービス開発で受注リピート率UP

現状の経営資源力10要素評価 新年度の経営課題

経営基盤力

財務力

組織力

購買調達力

物流力

企画力

開発力

製造力

営業販売力

サービス力
ボトルネック 守りの力に対して攻めの力が弱い

自社の実力を客観的に見極める
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Ｖ字回復戦略マップ

04 Ｖ字回復戦略マップ

財務の視点
目的
KGI-2

収益性の向上
売上増大－コスト低減
＝利益の最大化

顧客の視点
目標
KGI-1

顧客の創造
既存顧客＋新規顧客－離反顧客

＝受注量の最大化

業務プロセス
の視点
手段
KPI-2

顧客満足度の実現
機能＋品質＋価格＋納期

＝生産性の向上
部門別作戦行動の具体化

人材と変革
の視点
知恵
KPI-1

組織の活性化
社員満足度の向上

専門技術＋人間関係＋問題解決
＝人材の能力開発

管理者のマネジメントスキル

“Cash is King”手元資金の確保

未来変革に挑戦するポジティブマインド

既存顧客リピート率アップ

営業・販売 企画・開発 技術・製造 事務・管理

Ｍ・ポーター競争戦略
三つの基本戦略
コストリーダーシップ

３Ｃ差別化
排除・選択と集中

DXデジタル研修
組織の活性化
プロジェクト制度
リモート働き方改革
定型作業の自動化

・売上高成長性105%
・営業利益率10%
・自己資本比率50%
・手元資金ネットＣＦ

５Ｓ・ホウレンソウの徹底
・営業販促活動数
・企画開発投入数
・カイゼン現場導入成果数
・ＩＴシステム化数
・定型作業の自動化数
・労働時間の適正化
・時間当り生産性

・経営企画室会議数
・人事制度改革委員会
・デジタル化委員会
・カイゼン委員会
・プロジェクト委員会
・各種会議数
・各種能力開発研修

・受注量
・受注リピート率
・平均受注単価
・既存顧客数
・新規顧客数
・離反顧客数
・総顧客数増加率

戦略的BSC 経営課題 戦略マップ 目標重要指標

借入金の返済 手元資金確保

売上成長性 コストの圧縮

受注量の増大 顧客交渉力

新規顧客の獲得 価格決定権確保

カイゼン提案制度
現業の問題解決
未来収益源創出

人事制度改革
ジョブ型雇用制度

高齢化に伴う終身雇用

情報収集力強化
顧客接触力増強
企画提案力増強
プロモーション展開

マーケティング強化
市場調査分析力

市場優位差異差別化
新製品新機能品投入

生産性の向上
カイゼン活動風土化
最適化在庫管理
労働時間の短縮

コストの圧縮
デジタルシステム化
クラウド仮想本部
間接部門スリム化

収益性の向上
持続成長条件
営業利益率10%

顧客満足度の向上

生産性の向上

経営企画室
MBO-S少数精鋭チーム育成

うっかり報連相ミス撲滅 ５Ｓの徹底・職場活性化

バランススコアカード(BSC)の起点は人材と変革の視点
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ポーターの競争戦略

05 ポーターの競争戦略可能性

集中戦略

３Ｃミクロ環境で選択と集中

３Ｃ(Customer, Competitor, Company) 顧客・競合・自社の三角関係

パレートの法則・ＡＢＣ分析事業評価

不採算撤退、有望事業に選択集中

コストリーダーシップ戦略 差別化戦略

広
域

←

市
場→

狭
域

コスト ← 優位性 → 付加価値

競争環境で価格勝負

経営コスト全方位圧縮で低価格実現

カイゼン活動による生産性の向上

変動費、.固定費圧縮と.労働時間縮減

付加価値で市場優位性

経営資源のSWOT分析で強みを活かす

存在価値を高める独自性や技術革新

開発力、販促力、生産力の強化

低価格で優位に立つ
特定地域ナンバー１

付加価値で市場優位
絞り込みニッチ化

分かりやすいマイケル・ポーターの競争戦略で可能性を考察する。

三つの基本戦略（コストリーダーシップ戦略、差別化戦略、集中戦略）

を充てて、自社実力で確実に可能な成果を推定する。

売上成長性とコスト圧縮率（変動費・固定費）をパーセント計算する。

チリも積もれば山となる
全社員の小さなカイゼンアイデアの１％の成果の集合値はバカにならない！
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損益分岐点と財務指標

06 損益分岐点から中期財務経営計画作成

1.ポーターの戦略効果、売上成長率とコスト圧縮率を算入する

2.戦略投入で発生する費用の増額分を加算する

3.直近の決算書から損益分岐点売上高を計算する

4.中期五ヶ年財務経営計画を試算する

全従業員が理解することで、益出しの工夫が生まれてくる

損益分岐点を起点に自動計算
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中期五ヶ年BSC経営計画

07 中期五ヶ年BSC経営計画

BSC(Balanced Scorecard)バランススコアカード目標とする財務指標のエビデンスをBSCで立証
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マネジメント組織の再構築

08 マネジメント組織の再構築

マネジャー層
経営管理者

機能別・部門別
マネジャー

プレーヤー層
現場従業員
５人制チーム

TL:チームリーダー
TM:チームメンバー

フラット組織化 ビジョン

戦 略

戦 術

経営計画

目標管理 問題解決行動計画

理念経営の三現主義行動指針と計画目標の達成風土化

経営理念

二階層の正確・迅速・的確な報連相

経営者の信念を明文化
経営哲学の深耕と
理念経営活動の推進

ワクワクする「ありたい姿」を掲げて宣言する
可視できる３年～５年先の近未来に具体的な道標を立てて実現を目指す

成功確率が高い戦略は、いつの時代も「選択と集中戦略」
劣性不採算を排除し優性採算得意技に経営資源を集中させて指揮を執る

戦略を実現する機能部門・事業部門の活動方針と具体的方策
戦略は大局、戦術は小局手段。現場、現物、現実を見据えた作戦具現化

戦略・戦術の具現化で成し得る時系列ストレッチ目標プランを立てる
財務だけに偏らない、バランススコアカードの四つの視点で論理思考

マネジメント人材の育成が持続成長の源泉

KZ: カイゼン PJ: プロジェクト

カイゼン委員会

プロジェクト委員会

未来収益源の創造活動

トップ＆マネジャー
風通しの良いヨコ串協調

・室長
・委員

KZ-PJ 提案制度

経営企画室

・委員長
・委員

・委員長
・委員

・マニュアル
・ポイント評価

アクションプランの月次目標管理評価
マネジャー月次決算分析評価
ＫＺ委員会進捗報告、ＰＪ委員会進捗報告

毎月末提案集計審査評価、四半期ごと表彰

毎月提案審査、ＰＪ立上げ承認、成果表彰

プレーヤー

五人制少数精鋭チーム

トップ

営業マネジャー本部マネジャー 製造マネジャー開発マネジャー

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＡチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＢチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＡチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＢチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＡチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＢチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＡチーム

TL:氏名
TM1:氏名
TM2:
TM3:
TM4:

ＡＢチーム

意思決定が遅いピラミッド型からフラット型へ
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自律目標管理アクションプランの作成

09 自律目標管理のアクションプラン作成

1.経営計画からチーム目標値を決める

2.チームで個人別目標を決める

3.チーム会議でアクションプランを作る

4.上席ＭＧの承認を受ける

5.アクションプランを自律目標管理する

経営計画書

目標管理文書
アクションプラン

目標管理文書
アクションプラン

目標管理文書
アクションプラン

6.退社前に日報記録と振り返り

7.週末の進捗報告ミーティング

8.月末集計総括ミーティング

9.チーム集合知で未達問題解決

経営企画室にアクションプラン提出

受動から能動へ意識改革



イノベーションに挑戦する 株式会社ＢＳＣ技研

アクションプラン分析で能力開発

10 アクションプラン分析で能力開発

月別財務予実管理

売上高(生産額) 、付加価値額など

A

B

C D E

A

BSC-4視点・重要指標達成率

公平なバランス評価（ポイント制）

B

真の実力最重要指標は時間当り生産性

付加価値額向上と労働時間短縮で評価

C

職務三課業別労働時間評価

主要課業 70% 増やす努力

従属課業 20% 減らす努力

挑戦課業 10% 協調度と成果で評価

総労働時間 2,200h max.

D

能力バランス評価

職務特性傾向（全方位型・専門特化型）

E

自律目標管理でスキルアップを図る

定量自動計算による公平なジョブ型人事考課

成果の定量見える化で自己採点

150%
先進七ヵ国平均は
7,500円(１＄110円)
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失敗しない経営計画書の作り方

10 アクションプラン分析で能力開発

絵に描いた餅になる経営計画書は、目標値のエビデンスがない

単に昨対１割アップ目標の努力値では頑張っても無理な時代です

ここに著した経営計画書は、バランススコアカード理論を使い

戦略・戦術・作戦行動でエビデンスをプロセス化しています

実現可能な経営計画を作り、それに照らした行動計画を作って

現場が自律目標管理しながら問題解決で達成率を高めて下さい

「企業は人なり」管理者の使命は人材の育成

組織を束ねるリーダーシップ管理者の能力次第です

マネジメントスキルアップで組織の活性化を図って下さい

まとめのあとがき

電子書籍

中小企業のＶ字回復戦略「失敗しない経営計画と目標管理」

経営管理者の知識と行動を分かりやすくまとめました

策定書式により作り上げたものを抜粋して

経営計画発表会用資料としました

スクリーン上映すると共に配布用資料として印刷します

また、携行用経営計画書手帳を製本配布し周知徹底を図ります

デジタル化してスマホにインストールすることも便利です

経営資料の作成代行も承ります

ZOOMオンライン研修でお手伝い

個別対面リモート研修でマネジメントスキルを高めながら

Ｖ字回復戦略への経営計画を完成させます

↓↓↓詳細ラーニングサイト

http://www.s-naga.jp/

制作 長山伸作

株式会社一光社プロ

名古屋市南区赤坪町99-1 Tel.052-824-0521

●日々ロク目標管理エクセルソフト（別売）

日報とアクションプランを連動させて月次集計を自動化します

エクセルマクロ(VBA)でシステム化

↓↓↓詳細ラーニングサイト

http://www.s-naga.jp/hibiroku.html

http://www.s-naga.jp/
http://www.s-naga.jp/hibiroku.html

